
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年２月発行 
 ボランティアだより 
―発行― 社会福祉法人 

城陽市社会福祉協議会 
京都府城陽市寺田東ノ口１７ 

TEL（０７７４）５６－０９０９ 

FAX（０７７４）５６－２８００ 

相手に伝わるコミュニケーション 
～伝え方を学ぼう～ 

【日 に ち】 令和７年３月３日（月）  

【時  間】  １０：００～１２：００ 

【場  所】 城陽市立福祉センター １階ホール 

【講  師】 一般社団法人 KYOEN  

理事 足立 明美氏 

【対  象】 ボランティア活動に関心のある方または活動中の市民 

【参 加 費】 無 料 

【定  員】 ３０名（定員になり次第締め切り） 

       ※事前申し込みが必要です 

        右の QRコードからも申し込み可能！ 

【申 込 先】 城陽市社会福祉協議会 

【電話番号】 ０７７４－５６－０９０９ 

【共   催】 要約筆記サークル「ダンボ」 

 ボランティア講座開催します♬ 

城陽市災害ボランティアセンターって？ 

災害ボランティアセンターは、被災を受けた地域に対してボランティア

の協力を得て、地域の復興につなげていくことを目的とした拠点となるセ

ンターです。城陽市は、平常時から設置している「常設型」として運営され

ています。実際に災害が起きた時、効率的な運用ができるよう関係機関と定

期的に訓練を行っています。本年は３月１５日（土）に実施予定です。自然

災害が多く起こっている近年、日々の備えや訓練は大切になってきます。 

防災とボランティア週間（１／１５～１／２１）には福祉センターにパネ

ル展示を行いました。 

ちょい  サポ利用会員・協力会員・サポート会員 募集

中！！ 利用会員：３４名 協力会員：３９名 サポート会員：１名  令和６年１２月末時点 

ちょい  サポとは、日常生活に困りごとがあり、公的な福祉サービスでは

解決できない“すきま”を住民同士で支えあう有償ボランティア事業です。 

高齢者や子育て世代など、幅広い年齢層の利用・協力会員の皆様に利

用・活動をいたただいています♪「気になる」「やってみようかな」「利用して

みようかな」と思っていただいた方は、ぜひ市社協へお問い合わせください。 

福祉ボランティア募集中！ 興味のある方はこちらまでご連絡ください♬ 

城陽市社会福祉協議会【担当：犬伏】（住所：京都府城陽市寺田東ノ口１７） 

電話：０７７４－５６－０９０９ ＦＡＸ：０７７４－５６－２８００ 

Ｅ－ｍａｉｌ：inubushi@jyoshakyo.or.jp 

↑木津川運動公園内に設置している

防災倉庫 

↑防災とボランティア週間（１/１５～１/２１） 

福祉センターでのパネル展示の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア講座 

こころをつなぐ「聴き方」講座を開催しました！ 

令和６年１０月３０日（水）市立福祉センターにてボランティア講座を開催しました。講師

には、京都いのちの電話 研修委員 中瀬真弓氏をお招きし、話の「聴き方」についてご講

義いただきました。当日は３０名の市民が参加されました。 

話をきくとは、お互い様で相手を大切にすること。「きく」というひとことでも、漢字にする

と意味が異なります。 

聞く：耳に入ってくるもの、事情をきくこと。 

訊く：そっとたずねること。 

聴く：言葉のうしろにある想いに耳を傾けること。 

話を聴くとき、ちょっと困った話を聴くときのポイントのレクチャーを受け、ロールプレイを

交えながら賑やかな講座となりました。自己肯定感はプラスのものだけではない。うまくい

かなくても、振り返って次に工夫をすればいいことを教えていただきました。 

続いて、共催である傾聴ボランティア「コスモス」の活動内容についてお話をしていただ

きました。参加者から活動場所にはどのようにしていくのか、どのような話をするのかなど

質問がありました。その後のアンケートの中にも「傾聴ボランティアの活動を初めて知っ

た」という声もありました。市民の方に福祉ボランティアの活動を知っていただける機会と

なり嬉しく思います。 

城陽市社協親子交流事業 つながるじょうようのもり 
「心もおどる♪クリスマスコンサート」 

令和６年１２月２１日（土）、「ドレミちゃんおんがくかい」の協力のもとクリスマスコンサー

トを開催しました♪当日は、障がいのある子どもたちをはじめ、龍谷大学の学生、そして、サ

ンタさんとトナカイさんも駆けつけてくれました！みんながどこかで聴いたことがある音楽が

流れてくると…歌ったり、踊ったり、音楽にあわせてハンドベルを鳴らしたり、楽しい時間と

なりました。 
「ドレミちゃんおんがくかい」は城陽市を中心に活動しているボランティア団体です。地

域のイベントや福祉施設などからの依頼を受けて、音楽を通じて元気が届くような参加型

のコンサートを開催されています！ 
フィナーレでは、みんなで輪になって「ビュ

ーティフルデイ」を踊りました♪ 

そして最後にはサンタさんとトナカイさん 

から子どもたちにプレゼントが…♡ 

参加者から「たのしかった」「ありがとう」

というお声をいただきました。 

■第３４回城陽福祉ふれあいまつり 福祉活動啓発ポスター展示会
『今だからできること～地域・ふくし・一丸～』を行われました！ 

令和６年１１月２１日（木）～２３日（土）、アル・プラザ城陽で第３４回福祉ふれあいまつ

りポスター展示会が開催されました。福祉ふれあいまつりは、より多くの市民の方々に「福

祉」にふれていただく機会として、実施されています。 

今年度は、市内福祉団体をはじめとする５４団体のポスターが展示され、障害福祉サービ

ス事業所の手づくり製品の販売会や相談ブースも同時に行われました。１１月２３日（土）

は、パラスポーツ「ボッチャ体験」「手話体験」「健康チェック」「手づくりゲーム体験」やス

テージ発表を実施しました。たくさんの方にご協力いただいたおかげで、３日間で約７３０名

の方に参加いただき、とても賑やかな展示会となりました。アンケートに回答いただいた約

６割の方が「通りすがり」で、普段福祉に関わる機会が少ない方にも市内で活動する福祉

団体・ボランティア団体のみなさんの取り組みに触れていただけたのではないかと感じて

います。 

城陽市視覚障害者協会・朗読ボランティア「陽声」 

新年交流会 

令和７年１月１１日（土）城陽市視覚障害者協

会・朗読ボランティア「陽声」の新年交流会が福

祉センターホールにて開催されました。当日は、

双方の会員合わせて５８名が参加。代表の挨拶後

に行われたアトラクションでは、城陽市視覚障害

者協会の会員で構成されているオカリナサークル

「スマイル」による演奏やマリンバ鳳凰アンサン

ブルによるマリンバコンサート、朗読ボランティ

ア「陽声」の朗読劇が披露されました。美しい音

色や笑い声に包まれ、あたたかく楽しい時間が流

れていました。 


